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本書の 中に、 n 虫喰い 算， 大会」 の 会場が、 第一 会 

場から 始まって 第三 十 会場まで ある。 われと 思わん 方 

は 御 遠慮なく、 第一 会場から 出発して、 智慧 だめし、 

根 だめし をな されたい。 

「虫喰い 算」 と は、 そもそも どんな もので あるか。 

簡単に いえば、 「虫喰い 算」 と は、 虫に 喰われて 判読 

できない 数字 を、 推理の 力に よって 判定す る 算数 学の 

ことで ある。 



但し 学と いっても、 頭の 芯が じ ー んと 痛くな リ、 苦 

しみの ほか、 何もない というよ うな 詰らない もので は 

ない。 「虫喰い 算」 は 非常に おもしろく 楽しい もので、 

一 旦 これで 遊んだ もの は、 終生 「虫喰い 算」 のうれ し 

い 味 を 忘れ 得ないで あろう。 私 も 二十 年来 これ を 愛好 

し、 時には これ を 探偵小説に 組立て て 書いた こと も 

あった (海 野 十三 作 『暗号 数字』)。 

本書の 中には、 「虫喰い 算」 の 親類 筋に あたる 「覆面 

算」 も いくつか おさめて ある。 「覆面 算」 というの は、 

数字が 虫に 喰われて 穴が あいてい るので はなく、 文字 

または 符号の 覆面 をつ けて いる 計算な のであって、 み 



なさん たち 学徒の 名探偵 は、 その 覆面 を 推理の 力で 叩 

き 落して 数字 を剝 がし 出す の だ。 

この 両方 を ひっくるめて、 ここに 「"虫喰い 算" 大会」 

を 開いて あるが、 会場の 初めの 方 はやさし いが、 だん 

だん 後の方の 会場と なると むずかしくなる。 その代り 

「虫喰い 算」 の 魅力 はだん だんに 強く 加わり、 最後の 第 

三十 会場まで が 残り 少 くなる のが 惜しまれる ようにな 

るであろう。 第 一 会場 を 合格 すれば 第 一 階 選士と 名乗 

る。 が、 第三 十 階選士 となる に は、 とてもた いへんで 

ある。 

やさしい 問題 は 中学校の 一年生で も 解ける。 一等む 



同好の 諸氏で 御存じな らば 御 恵投を 煩わしたい。 最後 

に 本書 は 次ぎの 各 書 を 参考と した こと を 記し、 謝意と 

敬意と を 表する。 

Rr.woop 〃p*uzzle F^psrs in Arithmetic が 

G. C. welrnard. An Elementsy p-llzzle 

R R p-otter ^nd R C. ^Rice, 〃common Sense 

pi.w.Dlldeney, 〃Modern puzzles" 

A. S.E. Ack:ermann, 〃scientific p-^r^doxes Sid 
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昭和 一 一十 一 年 正月 七日 

海 野 十三 



1 虫喰い 算と は？ 



古い 大福帳 や 証文 や 勘定書な どが しみと いう 虫に 喰 

かんじん 

われて おり、 肝腎の 数字のと ころが 穴に なって いる。 

さあたい へん、 困った ことにな つた。 そういう とき 推 



る。 

なお 「虫喰い 算」 に 似た ものに 「覆面 算」 と 名附け 

る ものが ある。 これ は 虫喰い 算 では その 数字が 虫に 喰 

われて 穴が あいてい るのに 対し、 「覆面 算」 では 符号 ま 

たは 文字に なって いるの だ。 もちろん 数字 は 1 から 9 

までの 外に o の十箇 だから、 その 覆面の 符号 または 文 

字 は十箇 以内に 限られる。 

「虫喰い 算」 と 「覆面 算」 と、 どっちが 面白い か。 そ 

れは 人に よって 違う が、 私 は どっち も 面白い と 思う。 

「虫喰い 算」 を 解く 鍵 は、 普通の 場合、 まず 初めに o 

の 数字 か、 1 の 数字で あらねば ならぬ ところの 穴 を 探 



し 出す ことに ある。 

「覆面 算」 では、 同様の こと も ある けれど、 同じ 文字 

又は 符号が いろいろな 関係で 並んで いると ころから し 

て、 はは あ、 この 文字 はこつ ちの 文字の 二倍 だな どと 

いう 相互関係が 見出され ると、 後 は 急に 解け やすくな 

る。 

虫喰い 算の類 を 解く とき は、 徹頭徹尾 推理の 力で 推 

していく ところに 興味と 実益が あるので あって、 1 か 

な あ、 それとも 2 かな あ、 それでなければ 3 かとい う 

ふうに、 いちいち 代入 法で やって 行く やり方 は 面白く 

な レ 



理に 成功 すれば 嬉し さが こみあげる。 第一 一十 会場 以後 

となると、 虫喰い 算の 愛好者に とって は、 こたえられ 

ない ほどの 歓喜と 興奮と を もたらす ことで あろうと 思 

、つ。 



2 やさしい 虫喰い 算 とその 解き方 

まず やさしい 虫喰い 算の 方から、 その 解き方 を 述べ 

て 行く。 



【例題 一】 次 頁の ような 加え算が ある。 四角の 穴 は、 

いわゆる 虫の 喰った ところで ある。 そういう ものが、 

この 問題に は 四つ ある。 これ を 推理で 探し あてる の だ。 

1 D9 2 

2 9 □ 1 

9 7 1 □ 

+ 2D17 



17 5 9 2 



まず 右端の 縦列の 口から 考えて 行く。 これ は 一の 位 

である。 2 と 1 と 口と 7 と を 加えた 結果、 その 値の 一 

位 は 2 となる ことが、 この 計算に よって 分って いる。 

□ は 別と して、 分って いる 2 と 1 と 7 と を 加える と^ 

となる。 しかるに、 一の 位の 合計の 一位の 数字 は o で 

はなくて 2 である。 すると これ は 口が o ではなく、 2 

である ことが 推理され る。 そこで その 2 を 書き入れ、 

左上の ようになる。 

1 □ 9 2 

2 9 □ 1 



9 7 12 

+ 2D17 



17 5 9 2 

次 は 十の 位 だ。 一位から 1 が 送られて いる こと を 忘れ 

て はならぬ。 や は リロが 一 つ ある。 それ を 別にして、 

分って いる 数字 9 と 1 と 1 と、 一位から くりあがった 

1 と を 加える と、 その 結果 ははと なる。 しかるに、 十 

位の 合計の 十の 位 は 9 となって いて、 2 ではない。 こ 

れは つまり 十 位の 口 を 加えて ないから こうなる わけ だ 



から、 9 から 2 を 引いて 7、 この 7 が 口の 数字と 決ま 

る。 そこで 計算 を 整理す ると 右下の ようになる。 

1 D9 2 

2 9 7 1 

9 7 12 

17 5 9 2 

その 次 は 百 位 だ。 これ は 今までの ように は 行かない。 



口が 二つ も あるから だ。 分って いる 9 と 7 と を 加え、 

それに 十 位から 上がって きた 1 を 加えて^ となる。 こ 

の 縦列の 合計の 数字 は 5 であるから、 口と 口との 合計 

は 8 であるか もしれ ず、 ^であるか もしれ ない。 さあ 

分から なくなった。 

が、 困る こと はない。 もう 一 つ 上の 千 位の 数字 を 見 

ると、 この 縦列に は 口がない。 1 と 2 と 9 と 2 を 加え 

て M となる が、 下の 合計で は^とな つてい る。 すると 

百 位から 千 位へ 送られた 数字 は^から M を 引いた 3 だ 

と 分る。 

そうなる と 百 位の 一 一 つの 口の 和 は 8 ではなく て^で 



あらねば ならぬ。 でない と、 3 は 上って こない。 

これで 一応 解けた わけ だ。 口と 口の 合計が ^となる 

関係が あれば、 どんな 数字で もい いの だ。 いや、 どん 

な 数字と いう わけに もい かない。 二 数字の 和で^なら、 

いずれも 9 である 外にない。 なぜなら 9 以上の 数字 は 

この 縦列に 存在し ない わけで、 ぜひとも 9 でなければ 

ならない の だ。 そこで 答 は 上の 如く 決まった。 

19 9 2 

2 9 7 1 

9 7 12 



+ 2 9 17 



17 5 9 2 

同じ 加え算で も、 「覆面 算」 ふうな ものが 加わった 場 

合が ある。 次の 例題が それ だ。 

【例題 二】 N という 文字で 現わされた 数字が 五箇 所 

に 入って いる 加え算で ある。 もちろん、 どの N も 同じ 

数字で ある。 



2 N 8 

2 N 2 

8 8 N 

+ N2N 



2 16 4 

この 配列 を 見る と、 どこから 手 をつ けて いい か 分ら 

ぬよう であるが、 しばらく 見て いると 鍵が 発見され る。 

それ は 一 位の 四 数字の 和が 8 と 2 と ニ箇の N であり、 

また 十 位の 四 数字 も 同じく 8 と 2 と 一 一箇の N である 点 



だ。 しかも この 合計 を 下 列で みると、 一 位で は 4 だし、 

十 位で は 6 となって いる。 これ だ、 鍵 は。 

これ は 一 体 どういう こと を 意味す るか。 一 位から 十 

位へ あがった 数字 は、 6 から 4 を 引いた 2 である こと 

を 意味する。 

どうして 2 を あげる ことができ るか。 8 と 2 を 加え 

て^だから、 これでまず 1 が あがる。 その外に 二つの 

N が あるから、 この 和で 1 が あがらねば ならぬ。 する 

と 二つの N の 和 は M である。 よって N は 7 だとい うこ 

とになる。 

うそ だと 思ったら 五箇の N に 7 を 代入して 検算して 



みるが よろしい。 こういう やり方で は、 百 位の N に は 

ついに 手 をつ けないで 解く ことができた。 一刀両断の 

快味に、 ちょっと 似て いる。 

引き算 を 一 つやって みょう。 やさしい ものであるが 



【例題 三】 これ は 国民学校の 一 年生で もで きる であ 

ろう。 一 位から やって 行く。 

□ 8 4 5 6 2 



I 8D1 D3 



6D7D7D 

2 から 3 は 引けない から、 十 位から^ を 借りて、 匸 

から 3 を 引いて 9 が 出る。 

次 は 十の 位 だ。 6 は 既に 5 に 減って いる。 それから 

口 を 引いて 7 が 出る という からに は、 この 口 は 逆算し 

て 8 でなければ ならぬ。 この 際、 百 位から^ を 借りた。 

次 は 百 位 だが、 被減数の 5 は、 先に 1 を 右へ 貸した 

から 4 となって いる。 だから それから 1 を 引く と 3 で 



あるから、 □ は 3 と 決まった。 

次 は 千 位。 これ はわけ なし だ。 口 は 7 であらね ばな 

らぬ。 但し 上から^ を 借りた。 

万の 位で は、 被減数の 8 は 下へ 1 を 貸した ので、 実 

は 7 である。 それから 8 を 引けば 9 である。 ロは9 と 

決まる。 

十万の 位の 口 は 7 である。 なぜなら 下へ 1 を 貸して 

あって、 答 は 6 となって いるから、 7 にちがいない。 

これで 出来た。 上の ようになる。 

7 8 4 5 6 2 



97U 

X n-8 



□ □□o 



1 7 5 _L o 

しかしし ばらく この 計算 を ながめて いると、 そのう 

ちに 有力なる 手 懸リが 発見され るの だ。 そこが 興味 



津々 たると ころ だ。 

すなわち、 まず 第一 の 手懸リ は、 乗数の 十 位の 穴 は、 

1 であると いう こと だ。 なぜ なれば、 上から 四 段 目 を 

見る と、 三桁の 数で あり、 その 百 位 は 9 に 始まって い 

る。 しかるに 被乗数 を 見る と、 やはり 三桁で あり、 百 

位の 数字 は 9 である。 すると 乗数の 十 位 は 1 であらね 

ばなら ぬ ことが 分る。 そうなる と 上から 第一 段 目と 第 

四 段 目と は 同じ 数で ある。 そこで 上の ように 穴 を 二つ 

ふさぐ ことができた。 



□ □□o 



1 7 5 □ o 

第二の 手懸り は、 乗数の 一位の 8 を、 被乗数の 一位 

の 口に 掛ける と、 その 答の 一位 は、 8 の 字の 下に ある 

とおり o となる の だ。 そういう 場合、 口 は どんな 数字 

でもい いという わけに は 行かぬ。 すなわち 口 は o か 5 



かの どっち かで あらねば ならぬ。 そうでな いと 第三 段 

目の 右端の 数字 は o とならない。 

では、 o か 5 か、 どっちで あるか。 それ を 判定す る 

段 取に 移る。 

□ は o ではない。 なぜなら、 第 三段目 は、 7760 とな 

り、 第 四 段 目 は 970 で それ を 加える と、 第五 段 目の よ 

うに 175 云々 と はならず、 174 云々 となって 勘定が 足 

りない。 そこで 被乗数の 一位の 口 は、 5 であらね ばな 

ら ぬと 決定す る。 

口 を 5 として 計算して みると、 正しく 右 頁 左下の 如 

く、 ちゃんと 勘定が 合う ので ある。 



てい 割り算の 形 をと つてい る。 次に あげたの は、 やさ 

しい 割り算の 虫喰い 算 である。 

【例題 五】 この 問題で は、 二桁の 除数が 穴に なって 

いるし、 答 も 十 位が 穴 だし、 計算の 中に も 六 箇所の 穴 

が あいている。 

□ 3 



□ □) 949 



□ □9 

□ □9 



o 

なおよく 見る のに、 肝腎の 除数が 全然 不明で あり、 

また その 答 も 半分し か 判明して おらず、 これで はどう 

にも 手の つけよう がない —— ように 思われる。 

が、 しばらく 気 を 落着け て、 じっと この 運算 書を眺 

めて いると、 うまい 手懸 りが だんだんと 見つかつ てく 



るので ある。 まず 第 一 に 除数の 一 位の 穴が 3 である こ 

とに 気がつく。 その わけ はこう だ。 除数に 答の 一 位の 

数で ある 3 を かけた とき、 その 計算の 一 位の 数 は 9 と 

なって いる (上から 五段 目の 右端)。 つまり、 3 に 或る 

数 (除数の 一 位) を かけて、 答の 一 位に 9 が 出て くる 

ために は、 その 或る 数 は 3 の 外にない の だ。 33 が 9 

である からだ。 そこで 上の ように、 穴 を 一 つうめ る こ 

とがで きた。 

□ 3 



□ 31 949 



□ □9 

□ □9 



o 

さて 次に、 答の 十 位の 数 は、 3 よりも 少ぃ 2 か 1 か 

のどつ ちかで ある ことに 気がつく。 なぜ なれば、 除数 

と 答の 一位 を かけた 計算 は、 上から 五段 目であって、 



三桁の 数 ロロ9 だ。 ところが、 上から 三段目の、 答の 

十 位 を かけた 計算 は □□ となって いて 二桁の 数で ある。 

すなわち、 答の 十 位の 数 は 2 か 1 かの どっち かに 制限 

される。 これで 余程 探求の 範囲 は 狭くな つた。 

一方、 除数の 十 位の □ は、 4 か、 4 よりも 大きい 数 

でなければ ならぬ ことに 気がつく。 なぜ なれば、 上 か 

ら 五段 目のと ころで、 除数の ロ3 に、 答の 一 位の 3 を 

かける と、 一 位 は 9 となる。 次に 除数の 十 位に 答の 一 

位の 3 を かけた もの は、 百 位と 十 位との 二桁 ものと な 

るが、 これ は 除数の 十 位の 数が 3 以下で は 二桁と なら 

ない (つまり、 33 が 9 や 23 が 6 では 二桁と ならな 



い。 どうしても 34 の匸 以上で なければ ならぬ)。 そ 

こで 除数の 十 位の 穴 は、 4 か、 4 よりも 大きい 数 だと 

分る。 

そこで 今度 はもう 一度、 答の 十 位の 計算、 すなわち 

上から 三段目へ 戻る。 前に 述べた ように、 答の 十 位 は 

1 か 2 かの 何れ かで ある。 ところが、 これが 2 であつ 

て は、 今し がた 導き出した ところの、 「除数の 十 位の 数 

は 4 以上」 という 関係が ぶちこ わされる。 仮り に それ 

が 最低 数の 4 とすれば、 答の 十 位の 2 を かける と « X 

2=^ となる から、 被除数の M からこれ を 引く と、 残 

り は 8 となって 一桁と なる。 すなわち 上から 第 四 段 目 



は ロロ9 と はならず して ロ9 の 形と なり、 桁が あわぬ。 

従って 答の 十 位 は 1 か 2 かとい うこと であった が、 こ 

れは 1 であらね ばなら ぬと 確定す る。 さあ これで、 大 

体 解けた。 今まで 解けた ところ を 穴に 入れて 書いて み 

ると 上のと おりになる。 

1 3 



□ 31 949 

□ 3 



これでみ ると ぉリ、 答の 十 位が 1 と 決まれば、 第三 

段 目の 右端 は 当然 3 である。 すると この 下 は、 4 から 

3 を 引く の だから 1 であり、 その 1 の 下 も、 第 六 段 目 

が o だから、 同じく 1 であらねば ならぬ わけで ある。 

第五 段 目に 於いて、 十 位に 1 が 出る 計算で、 3 の 倍 

数で ある 謎の 数字 (すなわち 除数の 十 位の 数) は 何 か。 



順番 はこの 問題に うつる。 これ はすぐ 分る。 それ は 7 

である。 37 の H である からだ。 よって 除数の 十 位の 

数 は、 7 だと 分る。 これで 重要な ところ はすべ て 解け 

たわけで ある。 念のために sx^ で、 果して この 計算 

がう まく 合う かどう かや つ てみ る。 すると 上に 示す よ 

うに 十分 満足す る ことが 分る。 推理 力 万歳！ である。 

1 3 



7 3) 949 

7 3 



やさしい 問題の 解き方 はこの ぐらいに して、 次 

もっとむ つかしい ものの 解き方 を 一 一つ 三 つ ごらんに 

れる >. とに する。 



3 高級な 虫喰い 算 とその 解き方 



高級 だとい つても、 解き方の 根本に 別に かわった こ 

とが ある わけで はない。 ただむ つかしい 点 は —— 従つ 

て 大いに 興味の ある 点 は —— ど こに 手懸 りが 隠されて 

いるか、 どこから 解き 始めたら 一番う まく 行く かとい 

うと ころに ある。 すぐれた 宝玉の ような 問題 は、 この 

ように 鍵の 隠し場所が 極めて 意外な ところに あり、 そ 

して それにぶ つかつ て 解く と、 あと は 全部が がらがら 

がらと 崩れる ように 解けて 行く ような の を 指して いう 



の だ。 

それ を 解きに かかる 皆さん は、 名探偵の 明智小 五郎 

か、 シャ ー ロック • ホー ムズ か、 それとも フ アイ ロバ 

ンズ か、 エラ リ— • クイ ー ンか、 とにかく せいぜい 智 

能 を ふるわれたい。 

そこで 例題の 解説に うつる。 

【例題 六】 これ は 「覆面 算」 である。 いろいろな ァ 

ルファ ベットが 並んで いるが、 これ はもち ろん 二十 六 

種の 文字が 並べて ある わけで はなく、 皆で 十 種し かな 

い。 つまり CMLQTPAINS の 十 種で ある。 この 



十 種の 覆面 者の どれが 1234 567890 のどれ で 

あるか を、 これから 推理で もって 探偵しょう という わ 

けで ある。 
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ちょいと 見たところ では、 何が何だか 見当が つかず、 

まるで 突然 火星 国へ 不時着し たような 当惑 を 感じ、 取 

りつく 島 もな さそう に 思われる。 しかし、 いつもい う 

とおりに、 名探偵ら しくじつ くりこれ を 観察して いれ 

ば、 やがて 秘密の 扉 を 開くべき すばらしき 鍵 を 発見す 



る ことができ、 思わずに つ こり 微笑まる る ことで あろ 

、つ。 

さて、 いよいよ この 覆面 算の 探偵に 移ろう。 

名探偵が、 第一に 目 をつ けたと ころ は、 上から 五段 

目の CML である。 これ は 除数で ある CML と 全く 同 

じで はない か。 大 発見、 大 発見！ 

然 らば、 この 五段 目の 計算 を 導く に 至った 答の 十 位 

の 数 C は 1 であらねば ならぬ。 そうです ねえ。 すな わ 

ち 計算の 中の C を 悉 く 1 に 書き改めて、 上の 如くに 

整理 をす る。 
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さあ、 こんど は どこに 第二の 鍵 を 発見すべき であろ 

うか。 うん、 これ だ。 三段目の 右端の S が 曲者で ある。 

この S の 上 は P である。 また この S の 下 も 同じ P であ 

る。 P から S を 引いて 答 は P だ。 pls = p。 これ は 

変な 関係 だ。 いや 変で はない。 こういう 関係 は S が o 

のとき のみに 成立つ。 これでい い。 第二の 鍵 はこの S 

が o である ことだった。 

そこで 運算 書の 中の S を o として 再び 書き改める。 



これで 大分 明るくな つた。 

いや、 まだ 安心す るの は 早い。 前途に どんな 難関が 

横たわって いるか 分らない。 
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いよいよ 第三の 鍵の 発見に 掛る。 さあ、 それ は どこ 

にある か。 今度 は なかなか 手 ごわい。 ほほう、 これ は 

気がつかなかった。 これらし ぃぞ、 第三の 鍵 は！ 

今 求めた 三段目の rs は o なり」 のと ころで あるが 

ここに o を 書き入れた について は、 除数の 一位の 数の 



L と 答の 百 位の 数の Q を かけた 結果で ある。 つまり L 

と Q とかけ て、 その 答の 一位が o となった ので ある。 

そういう 場合 は、 L と Q とのい ずれ かが 5 であり、 他 

の 数が 偶数で なければ ならぬ。 (誰です、 L か Q が o 

の 場合で もい いじ やない かとい つた 方 は …… 。 o は既 

に 出て いますよ。 S は o であると、 さっき 導き出した 

ばかりです) —— さて、 これ だけで は 決定的で ない が、 

もう 一 つ 目 をつ けるべき ところが ある。 それ は 七 段 目 

の 右端の 数字 も、 同じく o である こと だ。 この o は、 

除数の しと、 答の 一位の 数の N と を 掛け合わせた 結果 

出て きたので ある。 すると さっきと 同じ 哩窟 から、 L 



と N との どっち かが 5 であり、 偶数で あらねば ならぬ 

ことと なる。 

そこで L が 5 である ことが 確定され る。 なぜ なれば、 

前に は L と Q のい ずれ かが 5 か 偶数 かと あり、 今 また 

L と N のい ずれ かが 5 か 偶数 かとな つたから に は、 こ 

の両 条件 を 共通に 満足すべき 答と して は、 L が 5 であ 

る 場合し かない (また 聞え ましたよ、 誰です か。 しが 

偶数で あっても いいで はない かとい いました ね。 とん 

でもない ことです。 L が 偶数なら、 初めの 条件に より 

Q は 5 となります。 すると 後の 条件のと き、 つまり L 

と N の いずれ かが 5 であり 偶数で あると いう ときには 



困って しまう ではありません か)。 とにかく こうして 

L は 5、 そして Q と N と は 偶数 だとい うこと が 分った 

早速 これ を 書き入れ ると 上の ようになる。 
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このへんで 貴君が 「虫喰い 算て 面白い な あ」 と 心臓 

を どきどきされ たと したら、 それ は 既に 虫喰い 算の 

「鬼」 が 貴君に のり 移った ことの 証拠で ある。 一 旦こ 

の 「鬼」 にと りっかれ たら、 お気の毒ながら (？ )、 貴 

君 はもう 一生涯、 虫喰い 算の ファンと して 離れられな 



くなる。 決して 嚇か すわけ ではない が、 事実が そうだ 

から 仕方がない。 

余計な 話 はやめて、 次へ 進む。 第 四の 鍵 は どこに あ 

るか。 四 段 目の Q であるが、 この 下に 1 が ある。 その 

下に も 1 が ある。 すると Q から 1 を 引いて 1 が 出た わ 

けだ。 すると Q は 1 と 1 との 和の 2 であるか、 それと 

も Q は 下位へ 1 を 貸して あって、 本当 は 3 であるか も 

しれない と 臆測され る。 つまり Q は 2 又は 3 であらね 

ばなら ぬと。 ところが、 どっこい、 Q は 2 であらねば 

ならぬ。 3 である こと は 許されない。 なぜならば、 Q 

と N と は 共に 偶数な りと、 さっき 決定した ばかり だか 
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第 四の 鍵 は、 比較的 楽であった から、 あと はもう い 

いだろうと 安心す ると、 たいへんな 間違いが 起る。 

ここで 六 段 目と 七 段 目の 真中 を 見る。 ：： から ON を 

引き M が 残りと なって いる。 この 関係 を 書き直す と N 

+ M = U となる。 前に N は 偶数と 分かって いるから、 

M は 奇数で なければ ならぬ。 

奇数と いっても、 既に 1 と 5 とが 決まりず みだから 



M は 3、 7、 9 のどれ かで あらねば ならぬ。 

ところが M について は、 もう 一 つ 制限が ある。 それ 

は 三段目の ところで、 除数の 1M5 に 2 を かけて 210 

となって いるが、 M は 4 か、 4 より 小さい 数で なけれ 

ばなら ぬ。 なぜなら M が 5 以上なら 計算 は 二桁の 数と 

なり、 三段目の 左端 は 2 とならずに 3 に 変って しまう 

からで ある。 M は 4 か、 4 よりも 小さい 数で なければ 

ならぬ という 条件 を、 前に 導き出した M は 3 か 7 か 9 

のどれ かで あると いう 条件に 加える と、 当然 M は 3 で 

あるし かない。 これが 第五の 鍵 だ。 

さきに N + M = 1: という 関係が 明かに な つていた か 



ら、 この M を 3 に 置き かえると、 N は 当然 8 だと 分る- 

それで 除数 は 135、 答 は 218 であると 分った。 もう 

これで 後 はがち やが ちゃ 解ける。 すなわち 次 頁に 示す 

ような 計算に なって、 この 問題 は りっぱに 解けた こと 

となる。 名探偵の 勝利で ある。 さあ、 シャンパン でも 

抜こうかと いう 順序になる わけ だ。 シャンパンが なけ 

れば 鉄管 ビ— ルで 間に合わせて おけ！ 
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M = 3 

L =5 

T = 9 

p =4 

A = 6 

1=7 

N =8 

s =o 

次 は 非常にむ つかしい 問題の 一例と して、 一 数字の 



外 は 全部 穴ば かりとい う 例題 を 出して みる。 こんな 問 

題が 推理 だけで 解ける と は 思わない 人が 少 くないで あ 

ろうから、 推理で ちゃんと 追 込んで 行ける というと こ 

ろ をお 知らせしたい。 

【例題 七】 一 目 見た だけで これが 難問題と いう こと 

が はっきり 分る。 分って いるの は、 答の 千 位の 数字が 

7 だとい うだけ である。 この 穴 を 埋める 答が もしも 出 

たと したら、 それ は出鳕 目の まぐれ 当り か、 それとも 

初めから 問題 を 知っていた せいだろうと 邪推す る 人が 

あるか もしれ ない。 しかしそう ではなく、 やはり 推理 



の 力で どんどん 押してい つて、 これが 解けて くるので 

ある。 もちろん 大 骨が折れる 探偵 事件で あるが、 さよ 

うに 大 骨が折れる ところが、 また 虫喰い 算 ファンに 

とって、 実に こたえられない 快味で ある。 では 取懸る 

ことと しょう。 
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まず 第一 着手 は o を 探す こと。 これ は 容易で ある。 

答の 十 位の 口 は o である。 なぜ なれば、 八 段 目 をよ く 

見る と 一度に 上から 二桁 下りて いる。 だから 答の 十 位 

は o である こと は 歴然で ある。 そこで 口の 中に o を 書 

き 込む。 

次 は、 答の 万 位と 一 位 は、 共に 7 より 犬なる 数字 だ 

と 分る。 つまり 8 か 9 であろう。 なぜなら、 7 の 場合 

は、 計算す ると 五段 目のと ぉリ 三桁で あるのに、 万 位 

の 計算で ある 三段目 も、 一 位の 計算で ある 九 段 目 も、 

共に 四桁の 数字で ある。 であるか らして、 どっち も 7 

より 大きい 8 乃至 9 である ことが 分る。 



それから 次 は、 六 段 目の 左端に 目 をつ ける。 これ は 

1 であらねば ならぬ。 七 段 目で 一桁 下って 引いて ある 

が、 その 下に も 何もない ので あるから 間違いな くそれ 

は 1 である。 

それから 今度 は、 二 段 目 左端の 除数の 百 位の 数字が 

1 であらね ばなら ぬと 判定 を 下す。 なぜ なれば 答の 千 

位の 7 を、 三桁の 除数に 掛けた ものが、 五段 目に 出て 

いる 如く、 やっぱり 同じ 三桁で あるから に は、 除数の 

百 位の 数字 は 1 であらねば ならぬ。 もし 2 以上で あつ 

たら 四桁 以上になる から 不合理 だ。 

三段目 左端と、 九 段 目 左端 は、 共に 1 であらね ばな 



らぬ。 なぜなら、 除数の 百 位の 数字が 今 1 と 決まった 

以上 は、 この 四桁の 数字の 左端 は どんな 数字 を 掛けよ 

うが 1 以外に はなり 得ない。 

すると 八 段 目 左端 も 1 であらねば ならぬ。 なぜ なれ 

ば、 この 八 段 目 は 九 段 目と 同一で あるから である。 

まあ この辺で、 原 運算 を 整理して 下に 示して 置こう。 

但し ▲ は、 8 か 9 かの どっち か だとい うこと を 示す。 
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こうして やっと 七 八つの 穴 は 解いた が、 のこりの 穴 

は 三十 ニホ— ルだ。 前途遼遠の 感を 深う する。 

さて、 元気 を 出して 次に 掛る。 

二 段 目の 除数の 十 位の 数字 は 2 以下で ある。 つまり 

2 か 1 か o であらねば ならぬ。 なぜ なれば、 五段 目 左 

端 は 7 か、 或いは 8 故 (これが 6 以下で は 六 段 目の 左 

端 は 1 と はならず 〔# 「これが 6 以下で は 六 段 目の 左端 は 

1 と はならず」 は ママ。 五段 目 は ーロロ の 7 倍 だから 五段 

目 左端 は 7 以上になります。 u、 又 9 であれば o となる か 



ら 不合理)、 除数の 十 位の 数字が 2 と 1 と o 以外で は 

五段 目 左端が 7 或いは 8 とならない。 

ところが、 なおよく 検討す ると、 それが o では 不合 

理で、 2 か 1 かの どっち かに 狭ば めら れる。 なぜなら、 

それが o では、 除数 は ^口 となる わけ だから、 これ 

に 答の 万 位の 数字と 思われる 8 を 掛けよう が 9 を 掛け 

ようが、 共に 三桁の 数と なり、 三段目 や 九 段 目に 示さ 

れ るよう な 四桁の 数と はならない からで ある。 

次に、 一 段 目の 答の 百 位の 数字 は 8 である。 なぜな 

れば、 除数 は 既に 追 込まれた とおり、 はロ か のどつ 

ちかで あるが、 それに 百 位の 数字 を 7 と仮定して 掛け 



たので は 84 又は 77 となり、 六 段 目 四桁 目の ー 口口 

口から それ を 引いて、 その 残りが 八 段 目の 左端の 1 の 

如く 二桁 も 下る ために は 不都合で ある。 これ はどうし 

て も 8 でなければ 成立たぬ。 

答の 百 位の 数が 8 だと 決まれば、 答の 万 位の 数 及び 

一 位の 数 は 共に 9 でなければ ならぬ。 その わけ は 8 で 

さえ 三桁で ある。 しかるに 万 位の も 一位の も 共に 四桁 

であるから、 これ は 9 であるし かない。 

これで、 答の 数 は 全部 判明した。 すなわち ロ7ロロ 

口 は 97809 であると 決まった。 

なお、 七 段 目 左端 は 9 である。 なぜ なれば、 これ を 



8 だとす ると、 その 下に 何 か 数字が 残る、 しかし 実際 

に はこの 下に は 何にもな いので あるから、 9 であるし 

ゝ *k 、 o 

力る レ 

これ だけの こと を 計算に 書 入れて みると 下の ように 

なる。 
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さあ、 あと 一 息で ある。 

除数の 十 位の 数 は 2 か 1 かの どっち かで あると、 既 

に 追 つめられ ている。 この 問題 を片 づける の は 比較的 

楽で ある。 これまで 当ってき たと ころから 考える と、 

それ は 1 であるよりも、 2 である 方がず つと 有力で あ 

る。 そこで これ を 仮り に 2 と 考える。 

すると、 除数 は ^ロ の 形と なった わけ。 

そうだと すると、 除数の 一 位の 数 は、 4 又は 4 より 

小さい 数で なければ ならぬ ことになる。 なぜ なれば、 

七 段 目に 於いて、 MX8= 992 であり、 それが 5 以上 

では 125 X 8= 1000 となって 四桁になる。 しかるに 



七 段 目 は 三桁で あるから、 除数の 一 位の 数 は 4、 又は 

4 より 小さい 数字で あらねば ならぬ。 

これ を 4 とすると、 除数 は 124 となる。 これと 先に 

判明した 答の 97809 とで、 この 計算 を 行って みると 右 

のようになる。 
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この あと は 逆に やって 行く と 穴の 中 は 全部 数字で 埋 

めら れ るが、 その 結果 はすこし も 不都合が なく 下の よ 

うになる。 これが 答 だ。 やれやれ 骨 を 折った。 

9 7 8 o 9 
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解法 は、 何も これ 一 つに 限らず、 もっとい い 別の 方 

法が あっても いいわけで、 よく 考えて 頂きたい もので 



ある。 

このへんで 例題の 解説 は 打 切る ことと する。 



4 〃虫喰い 算， 大会に ついて 



いよいよ これから 「"虫喰い 算， 大会」 を 開催する。 

第 一 会場から 第三 十 会場まで ある。 一 会場に つき、 い 

ずれ も 四 題ぐ らいず つが 掲げて ある。 じっくりと ぶつ 



第二 十 会場 あたりから あと は、 相当に 骨が折れて 頭 か 

ら 湯気 を 出される- ^ とと 思う。 その代り 十分 骨折り 甲 

斐の ある 虫喰い 算の 魅力 を 満喫 せられる ことであろう。 

なお、 これらの 答 は、 わざとつ けて ない。 答 を 繰つ 

てみ て、 「はは あ、 なんだ この 口 は 9 か」 などと やられ 

て は、 虫喰い 算の 妙味 はなくな つてし まう。 もしゃり 

方に 詰ったら、 その 前の 例題 を 復習して、 虫喰い 算の 

解き方の こ つ を 会得せられ、 それからもう 一 度 問題と 

取組んで いただきたい。 

第 一 会場 をパ ス すれば、 第 一 階選士 となられ る。 か 

くて どんどん 進んで、 第三 十 会場 を パス すれば、 当然 



いもので ある。 

では 会場 を 開きます ぞ。 さあさあ 世界に めずらしい 

^虫喰い 算， 大会」 の 会場 は、 こちらが 出発点で ござ 

います。 自信と 興味の ある 方 は、 どんどん この 門から 

御 入場な され ませい。 どうぞ、 お 先へ、 お 先へ …… 。 



〃虫喰い 算， 大会 第 一 会場 

さあ、 こちらが 第 一 会場です。 〃虫喰い 算" 大会の 出 



発 点です。 加え算、 引き算、 掛け算、 割り算と 全部 揃つ 

ています。 

(4) は、 五つの 穴から 成立って いる 数 を、 n で 割つ 

た 答が、 穴の 下に 出て いますが、 残りが ある ことに 御 

注意の こと。 (5) はこの 会場で 一番む つかしい もの 

です が、 よく 見て いれば、 どこから 解いたら いい か 分 

ります。 (分らない 方に、 智恵を ちょっと 貸し ましよ 

うか。 8 に 如何なる 数 を かけたら、 一位に 4 の 数が 出 

るか、 出て いる 桁 は 三桁です から …… そこまで いって 

は 興味が なくなり ますね、 ごめんなさい) 
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が 虫喰い 算， 大会 第二 会場 



第 一 階選士 となられ た 貴下の 御 来場 を 歓迎し ます。 

どうぞ 本 会場 も 見事に パスして、 第一 一階 選 土の 名誉 を 

獲得 せられん こと を 希望いた します。 

本 会場に も 五 問題が 配置され てあります。 

(1) はやさし い。 (2) では ちょっと 頭 をお ひねりに 

なる でしよう。 (3) もへ いちやら。 (4) は、 ちょつ 

とむ つかし そうに 見えて、 案外 やさしいです。 右の 方 

の 或る 数字と 或る 数字に 注意力 を 向ければ ねえ。 (5) 

は 面白い 問題です。 三つの C と、 それから B によく 御 

注意 を …… いや、 いわない 方が よかった かな あ。 
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〃虫喰い 算， 大会 第三 会場 

こちらが 第三 会場です。 今までと ちが つ て 少しむ つ 

かしくな ります よ。 

(1) の 穴 は、 8 以内の 数字 を あてはめて ください。 

(2) は 楽です ね。 (3) は、 いささか 骨つ ぼいです ぞ。 

A と C を 掛けて 三十い くつになる ために は、 A と C は 

どんな 数で なければ ならぬ か。 7 と 3 は 既に 決まって 

いるから これ は 除外です。 また o でも あり 得ない。 3 

以下の 小さい 数字で も あり 得ない。 だんだん 範囲が 制 



限され てきます ね。 それにもう 一 つ 考え 合わせます。 

最後のと ころで、 3 に A を 掛ける と、 一位 は C となる。 

そういう 特定の 数 はたく さんありません ね。 …… ここ 

らで お分りになる でしよう。 (4) は 大した こと あり 

ません。 (5) は 面白いです。 

(ー) ★ 

2 3 4 4 

□ □□□ 



(2) ★ 

□ 7D6D 

X 7 

3 □ 2 9 □ 6 

(3) ★ 



A) 3B7 Ac 

c B 7 3 

(4) ★ 

ABDA 

X A B 



□ □□□ 



□ □□9 



□ □□BD 



(5) ★ 



□ 2 



□ □) 00064 



2 4 6 

□ □1 



□ □4 

□ □4 



o 

が 虫喰い 算， 大会 第 四 会場 



前 会場で 第三 階選士 を 獲得な されて、 おめでと うご 

ざいました。 しかし、 前 会場 は、 ちょっと こたえた よ 

うで ございま すね。 

本 会場 は、 その 埋 合わせに、 比較的 やさしく 且つ 面 

白い もの を 並べて あります。 (5) に 於いて は、 答のと 

ころに A が 二つありまして、 そこに …… 。 

喋りす ぎる ぞ、 というお 叱りです。 はいはい、 では 

沈黙いた します。 
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虫喰い 算， 大会 第五 会場 



いらっしゃい、 ここが 第五 会場です。 

いかがで すか。 大分 面白くな りました ね。 本 会場 も 

五 問題 を 用意して ございます。 

(1)、 (2)、 (3) は、 居睡リ していても お出来に な 

リ ましょう。 



(4) は？ 〃この 計算 は 間違い じ やない かな あ、 三桁 

の 数 を かけて あるのに、 計算 は 二桁し か 出て おらん ぞ" 

と、 誰 方 か 喚いて いますが、 やれやれ お気の毒。 

(5) は 三段目の 4 に、 お 目 を とめられて …… 。 いや 

余計な 口出しでした かね。 
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が 虫喰い 算， 大会 第 六 会場 



既に 第五 階 選士に なられし ことなれば、 その実 力に 

敬意 を 表し、 本 会場 以後に 於いて は、 それとなく ヒン 

トを 袖の 下から ちらりと 見せる ような こと はよ しま 

しょう。 

ささ、 どうぞお 進み 下さい。 
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〃虫喰い 算， 大会 第 七 会場 

はい、 こちらが 第 七 会場です。 



だんだん 面白い 問題が 出て 来ます。 

(ー) も (2) も (3) も、 あまり 面白くない と 

おっしゃ います か。 やさしす ぎて 面白くな いのです か 

そうでしょう、 もう 貴下 は 第 六 階選士 なんです からね 

え。 しかし 何事に も、 ゥォ— ミン グ • アップと いう こ 

とが 必要で ございま すと 存じます。 

(4) と (5) は、 たいへん 面白い。 おほめに あずかつ 

て 恐れ入ります。 
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〃虫喰い 算， 大会 第 八 会場 

第 八 会場 はこ ちらで ございます。 例によって 問題 は 

五つ 並べ て ございます。 どうぞお 気の ままに お進み 下 



え？ 前の ように 喋って くれと おっしゃ るので すか。 

それ は 困り ましたね。 本 会場の 問題 はそんな にむ つか 

しかありません よ。 

(4) です か。 これ はわけ ありません。 六 段 目で B が 

何者かと 分れば、 除数の 十 位 も 分って あと は …… あと 

は、 むにゃむにゃ。 

(5) です か、 貴下が 本当に 助け舟 をお 求めな さるの 

は。 割る 数 も 商 も 皆、 穴で、 手がかりがない とおつ しゃ 

います か。 な あに、 これ もやさし いです よ。 五段 目の 

数字 は 何と 何と を 掛ける と 出るべき 数 か、 因数の 知識 

をち よいと …… 叱られぬ 先に 黙りましょう。 
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グ 虫喰い 算， 大会 第 九 会場 



やっぱり 叱られて しまいました。 余計な お喋り をし 

て、 興味 を 削いだ というので …… 。 それ なれば、 私の 

お喋りに 対して 耳に 蓋 をして 下されば それで 目的 は 達 

せられる 害です が …… いや、 ぐち は 申しますまい。 

いよいよ 第 九 会場と なりました。 (5) に 取組んで、 

虫喰い 算の味 を 満喫して いただきましょう。 
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が 虫喰い 算， 大会 第 十 会場 



ここが もう 第 十 会場になります _ 



全 三十 会場の、 ちょうど 三分の 一 の 境界線に 達した 

わけです。 本 会場 を パスな されば、 すなわち 第 十 階 選 

土です。 

満々 たる 自信 を もって、 本 会場 を 楽々 と パスされ る 

ことと 信じます。 しかし 油断 は 禁物です ぞ。 この 後に 

は 山 あり 谷 あり 流れ あり、 噓 だと 思ったら、 次の 会場 

へ。 そこで 目 をお 廻し になり ません ように。 

(1) * 〔# 「(ー) ★」 は 底本で は 「(ー)匕 

1 n9 2 



2 9 □ 1 

971 □ 

+ 2D17 

17 5 9 2 

〔# 「17592」 は 底本で は 「17392」。 【例題 一 】 と 

同一と 考えられる ため、 【例題 一】 に 合わせました。〕 
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はこの 虫喰い 算を 生徒に 与えて、 大変 楽しく 算数 を勉 

強させ ました。 ところが 生徒 は、 これが 縁と なリ、 虫 

喰い 算 がすつ かり 気に入って しまい、 遂に は 先生と 一 

緒に 問題 を 考え出す までにな りました。 そういう 生徒 

さんの 作った 問題が、 会場の 方々 に 陳列され ています。 
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〃虫喰い 算， 大会 第 十二 会場 

こちらが 第 十二 会場です。 どうぞお 入り 下さい。 

およそ、 この 虫喰い 算 といわず、 いわゆる 数学 バズ 



ルと 称せられる 興味深い 問題 を 古くから 研究し、 そし 

て 集録して 早くから 著書と して 世に 紹介した の は、 ィ 

ギリス 人工 ツチ • ノ -— . デ ユウ デニ ー 氏で ありまし よ 

う。 今日までに 紹介され た 数学 パズルで、 この デ ユウ 

デニ— 氏の 本の 中に ない もの は、 殆ど 稀 だとい つてよ 

いくらい であります。 
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グ 虫喰い 算， 大会 第 十三 会場 
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* 虫喰い 算， 大会 第 十四 会場 



第 十 四 会場 は こちらです。 いよいよ 歯 ごた えが > J ざ 

いますよ。 

(2) は、 今までに ない 分数の 問題です。 慣れない も 

のにぶ つかる と、 ちょっと 面 喰います。 面 喰う ところ 

が、 なかなか いい 気分であります。 そうは 思われ ませ 

ン/ T O 

んカ 

(3) も 面白く、 (4) の 覆面 算は、 なかなか 苦心の あ 

とが あり、 3 と 4 と 二つの 数字が スフィンクスの 目の 

ように 光って いると， J ろに 御 注目 。 
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主 ： 

1ー11 口 

1 から 9 までの 九 種の 数字 を はめこむ こと (5 と 9 と 

は 既に 使つ てあります ね) 
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グ 虫喰い 算， 大会 第 十五 会場 



ここが 第 十五 会場です。 遠い 道路の ちょうど 半分に 

当ります。 

(1) は 小手調べ。 (2) は 快刀乱麻 を 断つ —— という 

ほどで はない が、 一度で ばらばらと 解けて しまいます。 

(3) は 軽く 貴下 を 楽しませて くれる でしよう。 (4) 

は 相当 骨が折れます。 まず 三時 間 はか かりましょう。 

二 時間なら 早い 方です。 半日 かかった とか、 念入りな 

人 は 二日 も かかった と 申します。 (お解きに なった 後 

で 本書の 第一 一六 頁 を ごらん 下さい、 失礼) 〔# 底本で 

第一 一六 頁に あるの は、 例題 七です。 U 
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が 虫喰い 算， 大会 第 十六 会場 



第 十六 会場 はこ ちらです。 さあさあ お入りな され ま 



せ。 第 十五 階 選士の 皆々 さま。 

(1) と (2) は 軽く パスして、 (3) は 除数の 十 位 を 

まず 解く ことにし、 (4) は 左右 対称なる もの 同志 を掛 

け あわせて あると ころが 面白く、 しかも その 答た る や 

敢えて 対称で ない ところに …… 。 

お喋りの 虫が また 活気 づきました。 困り ましたね、 

引 込みましょう か。 
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"虫喰い 算， 大会 第 十七 会場 



ここ は 第 十七 会場です。 

前の 会場で、 貴下 は 〃第 十六 階選士 にもなる とどう 

も 問題が 物足りなく てね， といわれた 由。 

それ はどう もお 気の毒 さま。 前 会場 は、 半道 を 越え 

たお 疲れ 直しの つもりで 設計 をして 置き ましたが、 さ 

ようにお 元気なら ば、 はいはいよ ろしゅう ございます- 

次に 用意いた しました 四つの 問題、 どうぞ 御 満喫 を 願 

います。 但し 時計の 針が、 明日の 目盛へ 進む ような こ 

とに ならぬ とも 限らず、 目覚 時計 を かけてから 取懸っ 

て いただきましょう か。 
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三 四 冊 あり、 その上に この 数学 パズル を 応用した ゲ— 

ムの 考案 も いろいろ とあって 市販され ています。 殊に 

『立体 将棋』 は 傑作 中の 傑作で、 木 村 名人 を 大いに 呻ら 

せた と 申します。 
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1 から 9 までの 九 種の 数字 を はめこむ こと (2 と 4 と 

は 既に K つ てあります ね) 
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〔# 「0」 は 覆面の 英字です^ 
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しんき 

アメリカ では、 あまり こんな 辛気く さい もの を 見 か 

けません。 尤も アメリカ にも 全然ない という わけで 

はなく、 少し は ある こと は あるので すが、 イギリスの 

ように アカデミックな 風格 は 備えて いません。 ァ メリ 

力で は それより 手品 や 実験の 方が、 少年 達に 人気が あ 

るよう です。 

ああ、 そうそう。 こちら は 第 十九 会場！ 
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(4) 〔# 「(4)」 は 底本で は 「(4) ★ 匕 
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〃虫喰い 算， 大会 第二 十 会場 

古い 日本の 書物で、 数学 パズルの 載って いた ものが 



あり、 また 昔、 横 浜の 南京町で 手に入れた 中国の 数学 

パズルの 本が あり、 共に 大切に していた のです が、 先 

頃の さわぎで どこへ 行って しまった か 分らず なり まし 

た 〔# 「分らず なりました」 は ママ r 甚だ 遺憾で ありま 

おお、 ここ は 第二 十 会場であります。 この 会場 をパ 

ス されれば、 全道 程の 三分の 二 を 通過され、 ゴルフ ァ 

なら、 これから いよいよ シングルへ 進む わけです。 

おっと、 おっと、 胸 をお 張りになる の は、 本 会場の 四 

問題 をお 解きに な つてからの 方が、 ようご ざいます。 
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〔# 「0」 は 覆面の 英字です^ 
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虫喰い 算， 大会 第一 一十 一 会場 



もう 既に 見えなければ ならぬ 害なん です が、 一 向 見 

えません が、 どうした ものでありましょう か。 いいえ 

その、 名誉 ある 第二 十 階選士 たちの 姿が、 いまだに ど 

さよ-つ：； > ょラ 

う もね。 颱風で 橋梁が 流れた ためで しょうか、 それ 

とも もしゃ 途中 原子爆弾に …… 。 



序文のと ころで 御 紹介し ました バ— ナ— ド 先生 は、 

ァ ポッツ ホルム 学校の 助教諭であった マスタ ー • ォ 

ブ • サイエンスです。 

おお、 漸く 見えました。 あなたが たは 一体 どうさ 

れ たんです か。 心配して おり ましたよ。 なに、 ここ は 

どこか？ おや、 そんなに ふうふうで すか。 ここ は 第 

二十 一 会場です けれど …… 。 
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が 虫喰い 算〃 大会 第二 十二 会場 



B A AB 

X ABC 



□ □□□□ 



□ □□□□□□ 
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9 6 MM loo 

主 ： 

1ー11 口 

1 から 9 までの 九 種の 数字 を はめこむ こと 〔# 「はめこ 

むこと」 は 底本で は 「はめこむ と 匕 (9 と 6 と 2 は、 既に 

使いず み) 
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が 虫喰い 算， 大会 第二 十三 会場 



例の デ ユウ デニ— 先生です が、 この 先生の 有名な 四 

つの 著書の 名 を、 ここに あげて 置きましょう。 

第一 は 『カン タ ベリ— • パズルと、 その他の 珍ら し 

い 問題』。 次 は 『算術 遊び』。 この 本 は 非常に 有名で、 



日本の 雑誌な どに 使われた 数学 パズルの 種本で ありま 

す 原 名 は Amusements in Mathematics です I- もし 

もし、 これ は 覆面 算の 問題ではありません。 鉛筆 をお 

なめになる に 及びません)。 第三 は、 die world-s 

Best Word 力 uzzles。 それから 第 四 は 本書の 序文に 出 

して ある 『最新の パズルと その 解き方』 です。 

ここ は 第一 一十三 会場の 入口で ございます。 
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(□□ + □1) = (ロロ丄 

主 ： 

1ー11 口 

= の 左側 は 奇数 1,3,5,7,9 を， = の 右側 は 偶数 2,4,6,8 

を はめこむ こと 
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が 虫喰い 算， 大会 第二 十四 会場 



こちら は 第一 一十 四 会場で ござ います。 

虫喰い 算で 忘れて はならない ブ— ン 先生の こと は 前 

に ちょっと 申し ましたが、 この 先生 は ダル ウイ チ 大学 

の 数学の 主任の 先生であります。 

その 出版元 は ミルズ • アンド • ブ ー ン 株式会社です 

が、 この ブ— ンとブ —ン 先生との 関係 は 分って いませ 

ん。 

ブ— ン 先生の 名著 『パズル • ぺ— パ— ズ • イン • ァ 

リス メ チック』 は 本当に 愛すべき 書物であります が、 

その 巻頭に 於け る 例題の 「解き方」 の 解説が 間違って 

いるの は 御 愛嬌であります (その 書、 第 九 頁)。 
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が 虫喰い 算， 大会 第二 十五 会場 



第一 一十 五 階です ぞ。 

(ー) ★ 

ABC 

I CB A 
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(2) 〔# 「(2)」 は 底本で は 「(2) ★ 匕 



□ □ □□ 1 

□□□ □□ 3 

主 ： 

1ー11 口 

1 から 9 までの 九 種の 数字 を 口の 中へ はめる こと 
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〔# 第二 段の 「QPTZDN」 は 底本で は ropTZDN 匕 
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が 虫喰い 算， 大会 第二 十六 会場 



第一 一十 六 会場 はこ こであります _ 



いよいよ うるさい 問題が 登場いた します。 相当お 覚 

悟 あ つ て 然るべ しであります。 

序文に 揚げ ましたる 文献に 名の 出て いる アツ 力 ー マ 

ン氏 は、 ロンドン 大学 出の 工学士で あります。 その 文 

献に 出て いる たくさんの 謎々 の 問題 は、 イギリスの 2 

LO 放送局から 放送され たもの を 集めて ぁリ、 虫喰い 

算と 覆面 算 はたった 四 題に すぎません が、 他の 百ば か 

りの 問題 は、 数学と 科学と 工学の 各部 門に 亘り、 なか 

なか 面白い ものば かりで、 氏の 解説 も 頗る 平易です。 

こういう ものが 放送され る 彼の 国の 放送局と 国民 を、 

私 は 羨ましく 思います。 〔# 「羨ましく 思います。」 は 底 



本で は 「羨まし 匕 
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〃虫喰い 算， 大会 第二 十七 会場 



虫喰い 算の 解き方に は、 いろいろ あると、 初めに 申 

してお きました。 皆さんの ような 高級 選士 は、 その あ 

ら ゆる 解き方 を 探求して ごらんになる のが 興味深い こ 

とでしょう。 

これまでに お話して 参った ような シャ— ロック - 

ホ— ムズ 探偵 的な 解き方で はなく、 その 運算 書から 多 

元の 聯立 方程式 を 得、 それから ばりばりと 解いて いく 

方法 も ございます。 つまり 代数 的 解き方です。 

この 方が、 むしろ 正確さと 速度に 於いて、 ホ— ムズ 

探偵の やり方よりも すぐれて いますが、 素人 的な 興味 

は、 やはり 名探偵の やり方の 方が 深いよう に 思います。 



こちら は 第一 一十 七 会場で ござ います。 
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9 4 MM loo 

主 ： 

1ー11 口 

1 から 9 までの 九 種の 数字 を はめこむ こと (9 と 4 は 

既に 使いず み) 
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ま ^9 

そういう 方 は、 初めから やり直して ください。 する 

と、 意外に も 蒸し かえし 的な 味 は 発見され ず、 やはり 

おどろ 

新鮮な 虫喰い 算 問題と して 貴下 を 愕 かす ことで しょ 

、つ。 
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お前 は あれ を やった ことがある のかと お問いになる 

のです か。 さあ、 そのこと です よ。 実は 前から 手 をつ 

けて いますが、 いまだに 解決が つきません のです。 と 

うとう 曝露し ましたね、 私が まだ 第二 十七 階 選 土で 

あって、 虫喰い 算 名人で ない という こと を。 

さあさあ、 こちら は 第二 十九 会場です。 
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(2) 〔# 「(2)」 は 底本で は 「(2) ★ 匕 
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めから 繰返して は …… 。 いや もっと 新しい 問題、 新し 

い 智能 的 困難に ぶ つかりた いとおつ しゃる のです か。 

残念ながら 私の 手許に ある もの は、 これまでに 全部 

さし 出しまして、 後に はもう 何も 残って いません。 

ああ、 そうでした。 これと 似た 刺戟 をお 望みの 方 は、 

あの 有名なる アメリカの 暗号解読 者^ -— ドリ 少佐 著の 

ひもと 

『ザ • ブラック • チェ ン バ—』 を 繙 かれん こと をお 薦 

めします。 

さあ、 最終の ティ— へお 立ち 下さい。 



2N1 

4N6 

+ 16 2 

8 2 9 

(2) 

□ □ 

□ (□□ — +□□—) =loo 



主 ： 

1ー11 口 

= の 左側 は 1 から 9 までの 九 種の 数字 を はめこむ こと 
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底本- 「海 野 十三 全集 別巻 1 評論 • ノン フィ クシ ョ 

ン」 三 一 書房 

1991 (平成 3) 年^ 月 ほ 日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「"虫 喰 ひ算， 大會」 力 書房 

1946 (昭和？ -) 年 3 月^日 初版 発行 

》 「★」 は 解答が 一 つし かない こと を 示して います。 

※ 【例題】 の 解説で、 口の 中に 数字が 書き入れられた 

箇所に ついては、 数字の み を 入力し ました。 

※誤植の 疑われる 問題 「第 十 会場 (ー)」 は、 【例題 一 】 

と 同一と 考えられる ため、 【例題 一】 に 合わせました。 

※誤植の 疑われる 問題 「第二 十五 会場 (3)」 は、 「推 



理学 校 虫食い 算 大会」 学生 社 (1989 (平成 元) 

年 5 月 新装 版 重 刷 発行) が 修正して いる こと を 確認し 

ました。 

※誤植の 疑われる 問題 「第 十八 会場 (2)」、 「第 十九 会 

場 (4)」、 「第二 十五 会場 (2)」、 「第二 十九 会場 (2)」 

の ★ 印 は、 「推理 学校 虫食い 算 大会」 学生 社 (198 

9 (平成 元) 年 5 月 新装 版 重 刷 発行) が 削除して いる 

こと を 確認し ました。 また、 解が 複数個 存在す る こと 

を 確認し ました。 解の 個数 は、 それぞれ 「第 十八 会場 

(2)」 が 3 個、 「第 十九 会場 (4)」 が 3 個、 「第二 十五 

会場 (2)」 が 2 個、 「第二 十九 会場 (2)」 が 2 個です。 



入力 ： 田 中哲 郎 

校正 ： 土屋隆 

2 oo 4 年^ 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



